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広汎子宮全摘術後に発生した再発性膀胱結石の1例
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A CASE OF RECURRENT STONES IN THE URINARY 

BLADDER AFTER EXTENSIVE PANHYSTERECTOMY
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   A 71-year-old female sufferred from recurrent stones in the urinary bladder, caused by bladder 

injury due to extensive panhysterectomy. 

   The stones were crushed successfully by micro-explosion lithotripsy (MEL).This newly estab-

lished treatment is recommended for such recurrent stones in the urinary bladder.
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緒 口

婦人科疾患手術後に,各 種尿懐,尿 管の通過障害な

どの泌尿器科疾患が合併症として認められることは比

較的多い。われわれは,広 汎子宮全摘術後に発生 し興

味ある経過を示 した再発性膀胱結石の1例 を経験した

ので,若 干の文献的考察を加え報告する.

症 例

患者171歳,女 性

主訴=血 尿

家族歴:特 記すべき事項なし

既往歴:1968年 子宮癌にて広汎子宮全摘術をうけ,

術後コバル ト照射を うけた.

現病歴:1972年 ごろ膀胱炎症状を自覚し,結 石の自

然排石をくり返すため近医を受診 し,膀 胱結石と診断

された.そ して1973年 か ら1976年 まで毎年,某 病院に

て異物鉗子による膀胱砕石術をうけた.

その後6年 間放置 していたところ,1982年 某病院に

て径5cmほ どの大きな膀胱結石が生 じているとの診

断を うけ,開 腹術をすすめられたが,開 腹術によらな

い治療法を希望 し,1982年2月8日 当科を受診した.

初診時の膀胱部単純撮影(Fig.1)で は,47×22

mm,34×28mlnの 結石を中心 とす る多数の結石を

認めた,膀 胱鏡検査では多数の結石と憩室口が見られ

た.

1982年4月28日 微小発破による膀胱結石破砕術1)を

施行した.破 砕は張 り付け発破を行ない,5mgの ア

ジ化鉛薬の カテーテル付き爆薬室を2発 使用した,

Fig.2は 術後の膀胱部単純撮影であるが,右 側壁の

石灰化陰影は膀胱鏡で膀胱壁に固く付着 した膀胱結石

で,異 物鉗子にてもどうしても摘出することができな

かった,

1年 後膀胱結石の再発をおこし,1983年5月16日 第

2回 目の微小発破による膀胱結石破砕術を施行 した.

破砕は2mgの アジ化鉛薬のカテ ーテル付き爆薬室
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Fig.1.初 診 時 膀 胱 部 単純 撮 影

Fig.2.微 小発破による膀胱結石.破 砕術後の膀

　　　　胱部単純撮影

を1発 使 用 した.1984年3月,膀 胱 結 石 の再 発 を く り

返 す た め膀 胱 憩室 切 除 術 を 施 行す る 目的 で 入 院 した.

　 現 症:体 格 は 中等 度,栄 養 は 良 好.胸 腹 部 に理 学 的

異 常 所 見 を 認 め な い.

　 入 院 時 検 査 成績 　 尿 所 見 　 蛋 白(+),糖(一),ウ ロ

ビ リノー ゲ ン(一),潜 血 反 応(柵),pH　 6.0,赤 血 球

(冊),白 血 球(柵),上 皮(±),細 菌(柵),尿 培 養

細 菌(Enterobactor　 cloaca).血 液 所 見:赤 血 球357×

Io4,白 血 球4,800,　 Hb　 lo.39/d1,　 Ht　 31.3%,血 小

板21A×104/mm3,白 血 球 分 類 は 正 常.血 液 生 化 学 所

見:総 蛋 自6.Og/dl,　 AIG　 L3,　 BUN　 22　mg/dl,　 Na

145mEq/l,　 K　 3.6mEq/l,　 Cl　 IIImEq/l,尿 酸5・2

mg/dl,　 Ca　 8。1mEq11,　 P　3.8mg/dl,　 GOT　 l3U,

GPT　 3　U,　CRP(3+).赤 沈:1時 間 値32　 mm,

2時 間 値74　 mm。 　PSP:15分5%,120分45%.胸 部

レ線 像 お よびECGに は 異常 を認 め な い.

　 膀 胱 鏡所 見;膀 胱 鏡 で は栂 指 頭 大 の 結 石 と膀 胱 鏡 壁

か ら右 側壁 にか け て 憩 室 口が見 られ,そ の 巾 に結 石 が

複 数 認 め られ た.

　 x線 所 見 ・膀 胱 部 単純 撮 影 で は,Fig.3の ご と く

25×14mmの 石 灰 化 陰 影 と膀 胱 底 部 あ た りに 多 数 の

小 さ な石 灰 化 陰影 を認 め た.膀 胱 造影(Fig.4)で は
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Fig.3.入 院時膀胱部単純撮影

Fig.4.膀 胱 造 影

a

　 　 　 　 b

Fig.5.骨 盤 部CT
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Table　 L　 婦人科手術後の泌尿器科的合併症(進 藤)2)

尿管膣痩

膀胱膣痩

膀胱膣直腸痩

尿管狭窄

25例(32尿 管)

13例

5例

9例(17尿 管)

Table　 2.本 邦 症 例 の異 物 の 種類(仲 谷 ら)

異物の種類

石灰化

症例数 %

Fig.〔}.手 術 所 見 の シ ェ ー マ

膀胱右側に憩室を認めた.排 泄性腎孟造影では異常を

認めなかった.骨 盤部CT(Fig.5-a)で は膀胱右前

壁から側壁が恥骨と癒着し,そ の部位に膀胱結石と思

われる石灰化がみられた.Fig.5-bは,膀 胱鏡で見

た憩室に一致 した部位のCTで あ り,後 壁右側より

後方に向かい石灰化陰影がつづいていた.

　膀胱内圧測定および知覚検査には異常所見がなかっ

た.

　以上の所見より,本 症例の結石成因は膀胱憩室にあ

ると考え,憩 室切除の予定で手術を施行した.

　手術所見

　下腹部正中切開を行なったが,子 宮全摘除術および

コバルト照射のため腸管の癒着が非常に強 く,経 腹膜

的に膀胱に至った.膀 胱内を観察すると,2個 の遊離

した結石と右前壁に付着した膀胱結石を認めた.2個

の遊離した結石 を摘出した後,憩 室を観察す ると,

Fig.6の ごとく,膀 胱右側壁にあ る憩室 と思われて

いた部分は膀胱壁が欠損 してお り,周 囲組織でおおわ

れているのみであった.ま た前壁は筋層が認め られ

ず,結 石部以外は粘膜のみで恥骨と癒着していた.結

石は2個,固 く恥骨に付着 して お り摘出できなか っ

た.

　 本症例は膀胱が周囲組織と強 く癒着してお り,ま た

壁欠損部が非常に広範囲であったため,壁 欠損部の修

復は不可能と考え,膀 胱を2層 に縫合し手術を終 え

た,

　 摘出結石の分析結果は,リ ン酸アンモニウムマグネ

シウム,リ ン酸カルシウム,炭 酸カルシウムを含む混

合結石であった.

考 察

糸類

休温計 ・鉛筆類

針 ・ヘ ア ピン類

ゴム製品

ロウ製品

草 ・葉 ・茎類

金属製品

ビニー ル製 品

ガー ゼ

皮様嚢腫 の内容

鉛筆等の キ ャップ類

糸状 ブジー

弾丸

骨片

その他

209

188

122

120

106

95

88

83

49

30

19

15

13

13

122

16.4

14,8

9.6

9.4

8、3

7.5

6.9

6.5

3.9

2.4

1.5

1,2

1,0

1,0

9,6

計 1.272 100.0

　以上より本症例の結石成因は2つ 考えられた.1)膀

胱壁欠損により憩室状になっているために感染が起こ

りやす く,結 石が形成されやすい状態にあった.こ れ

は結石成分中にリン酸アンモニウムマグネシウムが存

在 したことからも推察された.2)恥 骨 の一部が直接

膀胱内に露出した状態とな りそれが核 となって結石が

形成された.す なわち,こ れは膀胱異物結石の範疇に

入るものと思われた.

　進藤2)は 婦人科手術後の泌尿器科合併症について臨

床的検討を行なっている.そ れによるとTable　 1の

ごとく尿管腱懐が最も多く,つ いで膀胱腔痩,膀 胱膣

直腸繧,尿 管狭窄が報告されているが,本 症例のよう

に膀胱損傷の結果,壁 欠損が生 じその部位が膀胱周囲

組織および恥骨でおおわれ,そ れが核となって膀胱結

石が形成 された とい う例は報告されていない.ま た進

藤2)は,泌 尿器科的合併症の原因手術は,子 宮癌にお

ける広汎子宮全摘術およびその放射線療法併用例によ

るものが全症例の88.5%と,圧 倒的に多 い としてい

る.

　 膀胱異物については,済 ら3)が1,183例 を集計し,

さらに仲谷ら't)は89例を追加 し1,272例 の統計的観察

を行なっている.こ れに よると膀胱異物の種類はTa-

ble　2の ように多種多様であ り,縫 合糸を主とする糸

類が16.4%と 最 も多く,つ いで体温計 ・鉛筆類が14.8

%と 報告している.骨 片は1%を 占めるにすぎず非常

にまれである.土 田5)の 集計によると,食 べた牛の骨

が盲腸部より徐々に膀胱に入 りその小切片が膀胱異物

となった例,大 腿骨頭付近に破壊性炎症があ りその結
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Fig.7.カ テ ー テル付 爆 薬 室

a

張り付け発破

b

　　穿孔発破

㊥
Fig.8,張 り付 け 発 破 と穿孔 発 破
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Fig.9.結 石 穿 孔用 電 気 ド リル

果,大 腿骨頭の一部分が膀胱に入 り,異 物となった例

が記載されている.ま た橋本6)の 集計では,直 腸膀胱

を貫通 した銃丸のため損傷された骨片が膀胱に入 り異

物 となった例が報告 されている.近 年の文献では,骨

片を核とした膀胱異物結石は報告されておらず,自 験

例はきわめて珍しい成因による膀胱異物結石と思われ

るので,報 告した.

　われわれの行なっている微小発破砕石術には,ア ジ

化鉛爆薬を装填した直径3mm,長 さ20　mmの ステ

ンレス製の爆薬室(Fig.7)を 内視鏡的に結石に接触

させて行な う張 り付け発破(Fig.8-a)と,あ らかじ

め結石穿孔用の電気 ドリル(Fig.9)で 穴をあけて,

その穴に爆薬室を挿入して行 な う穿孔発破(Fig,8-

b)の2種 類がある。破砕効果は後者のほうがかなり

良好である.

　そして,1985年4月 までに70例 の膀胱結石症 と5例

の腎結石症に微小発破砕石術7)を 行ない,そ のすべて

に成功を収めた.

　本症例に関しては,骨 の露出部と憩室状となった膀

胱壁欠損部を手術的に取 り除 くためには膀胱全摘除術

が必要とな り,尿 路変更を余儀な くされるので,膀 胱

を保存することにした.し たがって,膀 胱結石の再発

は今後とも必至であ り,微 小発破砕石術をさらに繰 り

返しながら経過を観察する予定である.

結 語

　われわれは,広 汎子宮全摘術後患者に再発する膀胱

結石症に対 して2度 の微小発破による膀胱砕石術を行

ない,成 功を収めた.こ の再発性膀胱結石の原因は術

後に合併した膀胱損傷の結果,壁 欠損が生 じ,恥 骨の

一部が直接膀胱内に露出した状態 となり,さ らに憩室

状になっていたために生じたものと思われた.

　 このような再発性膀胱結石に対 しては,微 小発破に

よる膀胱結石破砕術は安全にかつ何回でも繰 り返し

施行し得る ことを報告し,若 干 の文献的考察を加え

た.

　本稿の要 旨は 日木泌尿器科学会第108回 関西地方会におい

て発表 した.
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